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【教育目標】やさしい子 かしこい子 げんきな子

☆ ４ ７ 名 の ６ 年 生 が 立 派 に 巣 立 ち ま し た ☆
３月１９日（火）、平成最後の卒業証書授与式が、無事に執り行われました。中

学校の制服に身を包んだ４７名の送られる６年生も送る側の在校生も、立派な態度
で式に臨み、今二っ子の｢一生懸命さ｣が発揮できた感動的な式となりました。
ご多用の中ご臨席をいただきましたご来賓の皆様、保護者の皆様に心から感謝申

し上げます。これからも子どもたちを見守り、導いていただけますようお願いいた
します。

▲１組入場 ▲国歌・市歌斉唱 ▲卒業証書授与

▲２組退場 ▲６年１組 ▲６年２組

【校長式辞】 ～卒業生が
声高らかに 想いを込めて

○卒業証書に書かれている内容について確認 歌ってくれました！～
名前、生年月日、小学校課程修了、卒業式の日付
校長名、卒業生番号 『桜ノ雨』

（抜粋）
○次の言葉を“贈る言葉”としました それぞれの場所へ 旅立っても

（京都大徳寺大仙院十二世尾崎宗園和尚の言葉より） 友達だ 聞くまでもないじゃん
十人十色に輝いた日々が

今こそ 出発点 胸張れと背中を押す

人生とは毎日が訓練である (略 )
わたくし自身の訓練の場である
失敗もできる訓練の場である 幾千の学び舎の中で
生きているを喜ぶ訓練の場である 僕らが巡り会えた奇跡
今、この幸せを喜ぶこともなく 幾つ歳をとっても変わらないで
いつ どこで 幸せになれるのか その優しい笑顔
この喜びをもとに 全力で進めよう
私自身の将来は いつかまた大きな花弁を咲かせ
今 この瞬間 ここにある 僕らはここで逢おう
今 ここで頑張らずに いつ頑張る



【学校の玄関左側にある陶壁画の作者の方がわかりました】 藤 原 郁 三 先生です
ふじわら いくぞう

昨年の１２月、来校された方から『玄関にある、この壁画の作者の方は誰ですか』とい
う質問を受け、その作者の方を探していたところ、２月中旬その作者を知っている方に出
会いました。
その方は、読み聞かせでお世話になっている 芦 野 弥 生さん です。この度、芦野さ

あし の やよ い

んが間に入ってくださり、先生にお会いするご縁をいただきました。

［栃木県内外にたくさんの作品］
（陶壁・ ﾓﾆｭﾒﾝﾄ・ ｴｺｶﾞﾗｽｱｰﾄ）

・栃木県立大平少年自然の家
・鬼怒川温泉の“鬼怒太”像
・川治温泉の“道祖神”像
・栃木県庁 ・大室小
・大桑小 ・小来川小中
・落合東小 ・日光東中
・粟野中 ・自治医科大学
・リッチモンドホテル 等多数

▲陶壁画『男体山』 ▲藤原郁三先生
（益子町：藤原陶房にて）

《先生からお伺いした話》
・平成３年（１９９１）作成、図柄は「男体山で」と依頼がありました。
・着手前に学校近くで、春の「男体山」のスケッチをしました。
・３月頃の「男体山」は、とても美しいんです。（残雪と芽吹きの春の色合い）
・使用した色は、１５０色程です。
・使用したパーツは、１０００程あると思います。
・後々、子ども達が触ったりすることを想定し、凹凸がないものにしました。
・デザイン作成から完成までには、約半年ほどかかりました。

ご来校の際、ゆっくり壁画をご覧ください

【ものの見方・考え方について考えましょう】 何に見えますか？
←左の絵が何に見えますか？

A ｢二羽の鶴｣のみ

B ｢向き合った二人の顔｣のみ

C ｢二羽の鶴 ｣と ｢向き合った二人の顔 ｣
が同時に見える

D その他

◎絵の見え方は、皆同じではなく、Aの方、Bの方、Cの方、Dの方、人それぞれです。
物事には多面性があります。一面的な見方に固執すると、他の見方が少ししにく
くなるので、物事を意図的に複数の視点から見ようとすることが大切です。
家庭生活においても、子どもの短所ばかりをとらえていると長所が捉えにくくな
るので注意しましょう。
『かがやき～家庭教育支援事業編～』（人権に関する社会教育指導資料）栃木県教育委員会生涯学習課平成25年３月発行より

【平成31年度入学式：４月１０日（水）入学式】（33名入学予定）
★校長室の日めくりカレンダーより★

“ いくつになっても新しいことは始められる ” 学校ホームページもご覧下さい




